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お
宮
さ
ん
に
不
動
明
王
が
鎮
座
さ
れ
る 

南
砺
市
の
神
社
の
場
合 

 

尾
田 

武
雄 

  

富
山
県
南
砺
市
の
旧
井
波
町
や
井
口
村
の
山
間
部
の
神
社
境
内
に
大
ぶ
り
の
不
動
明
王

石
仏
が
、
数
多
く
鎮
座
し
て
い
る
。
一
見
神
社
に
仏
像
と
は
不
釣
り
合
い
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
实
に
神
社
に
馴
染
ん
で
お
り
、
こ
こ
に
住
む
人
々
は
、
違
和
感
が
な
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
旧
井
波
町
東
城
寺
八
幡
宮
境
内
、
同
川
原
崎
天
満
宮
境
内
、
同
今
里
神
明
宮

境
内
、
同
沖
神
明
宮
境
内
、
高
屋
古
宮
内
、
旧
井
口
村
川
上
中
神
明
宮
前
に
あ
る
。
ま
た

他
に
路
傍
に
は
旧
井
波
町
で
は
十
八
体
も
あ
る
。
旧
井
波
町
で
は
石
仏
総
数
が
百
八
十
三

体
で
あ
り
、
实
に
10
％
で
あ
る
。
旧
井
口
村
で
は
路
傍
の
一
体
と
で
二
体
で
あ
り
、
石
仏

総
数
が
三
十
八
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
大
振
り
で
堂
々
と
鎮
座
し
て
い
る
。
銘
の
あ

る
も
の
で
古
い
も
の
は
、
今
里
神
明
宮
の
「
慶
應
二
丙
寅
正
月
井
波
石
工
七
次
郎
」
で
あ

る
。
他
に
は
沖
神
明
宮
の
「
明
治
二
十
九
年
九
月
建
立 

子
供
連
中 

森
川
作
」、
旧
井
波

町
の
飛
騨
屋
交
差
点
に
は
高
さ
３
ｍ
、
幅
1,56
ｍ
の
不
動
明
王
坐
像
が
あ
る
が
「
招
魂
碑 
森

川
栄
吉
作
」
と
あ
る
。
砺
波
地
方
の
石
仏
は
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
期
に
多
く
造
立
さ
れ

て
い
る
が
、
不
動
明
王
も
こ
の
時
期
に
造
像
さ
れ
た
こ
と
は
銘
文
や
彫
法
か
ら
理
解
で
き

る
。 

 

第
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政
奉
還
の
請
願
が
さ
れ
、
王
政
復
古
の
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
の
が
慶
応
三
年
十
二
月
で
あ
る
。
慶
應
四
年
三
月
以
降
、
明
治
新
政
府
は
、
宗

教
政
策
の
一
つ
と
し
て
神
仏
を
同
じ
場
所
で
祀
る
こ
と
を
禁
止
し
、 

神
道
を
国
家
公
認
の

宗
教
に
し
よ
う
と
し
た
。
神
仏
分
離
政
策
で
あ
る
。
こ
う
し
た
神
仏
分
離
の
動
き
は
、
各

地
で
仏
閣
を
破
壊
し
、
仏
像
、
仏
具
を
散
逸
さ
せ
る
廃
仏
毀
釈
を
招
い
た
。
富
山
県
で
も

立
山
の
岩
峅
寺
や
芦
峅
寺
の
両
宗
教
村
落
や
、
小
矢
部
市
の
倶
利
伽
羅
の
長
楽
寺
な
ど
が

大
き
い
影
響
を
受
け
た
。
富
山
藩
で
は
明
治
三
年
に
合
寺
令
が
発
布
さ
れ
、
藩
内
の
寺
院

一
派
一
寺
に
併
合
を
求
め
、
翌
日
に
行
動
が
断
行
さ
れ
た
。
富
山
藩
は
特
異
で
あ
る
が
、

こ
う
よ
う
な
状
況
は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
。
廃
仏
毀
釈
の
吹
き
荒
れ
る
慶
應
年
間
か
ら

明
治
初
期
に
、
こ
の
砺
波
地
方
は
、
神
社
の
仏
像
を
見
る
限
り
、
大
き
い
風
に
は
巻
き
込

ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

砺
波
地
方
は
真
宗
王
国
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真
宗
で
は
「
お
お
よ
そ
造
像･

起
塔
は
、
弥

陀
の
本
願
に
あ
ら
ざ
る
所
行
な
り
」
（
覚
如
著
『
改
邪
鈔
』
）、
ま
た｢

他
流
に
は
『
名
号
よ

り
絵
像
、
え
ぞ
う
よ
り
木
造
』
と
い
う
な
り
、
当
流
に
は
『
木
造
よ
り
絵
像
、
え
ぞ
う
よ

り
名
号
』
と
い
う
な
り｣(｢

蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
」）
と
の
教
え
が
あ
り
、「
弥
陀
一
仏
」

で
、
偶
像
崇
拝
を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
方
は
真
宗
大
谷
派
が
多
く
、
蓮
如
上
人
に

ま
つ
わ
る
開
基
伝
承
を
持
つ
寺
院
が
多
い
。
王
法
為
本
の
世
界
の
広
が
り
が
あ
る
。「
神
棚

降
し
」
の
教
条
主
義
的
な
安
芸
門
徒
と
い
わ
れ
る
広
島
県
の
僧
侶
が
こ
の
地
で
驚
か
れ
た

の
が
、
真
摯
な
門
徒
宅
に
大
き
い
神
棚
が
る
と
不
思
議
と
い
わ
れ
た
。
真
宗
地
帯
で
あ
る

が
、
民
間
信
仰
や
神
祇
に
は
寛
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
蓮
如
上
人
の
「
御
文
」
の
中

に
「
諸
神
並
仏
・
菩
薩
等
不
可
軽
之
事
」
と
神
祇
を
軽
ん
ぜ
ず
と
い
う
立
場
が
見
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
旧
井
波
町
は
江
戸
時
代
に
は
修
験
山
伏
が
多
く
、
た
と
え
ば
江
戸
時
代
の

初
め
こ
ろ
の
砺
波
郡
に
は
各
宗
派
の
寺
院
が
一
八
三
カ
寺
あ
っ
た
。
圧
倒
的
に
多
い
の
が

真
宗
の
一
四
七
カ
寺
、
つ
い
で
修
験
道
の
寺
院
一
五
カ
寺
、
曹
洞
宗
一
一
カ
寺
、
真
言
宗
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南砺市今里神明宮の不動明王坐像 

南砺市川上中神明宮の不動明王坐像 南砺市飛騨屋の不動明王坐像 

四
カ
寺
、
日
蓮
宗
三
カ
寺
で
あ
る
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
は
、
修
験
道
の
寺
院
が

六
三
カ
寺
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
能
登
の
石
動
山
の
大
宮
坊
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

こ
れ
は
真
言
修
験
の
当
山
派
に
属
し
、
そ
の
内
一
七
カ
寺
が
井
波
町
に
あ
っ
た
。
ま
た
旧

井
口
村
を
含
む
南
砺
市
北
野
（
旧
城
端
町
）
の
修
験
寺
防
が
あ
っ
た
。
井
波
別
院
瑞
泉
寺

の
足
元
で
あ
る
井
波
町
、
城
端
別
院
善
徳
寺
の
あ
る
周
辺
に
、
真
言
修
験
の
信
仰
が
根
付

い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

お
宮
さ
ん
に
、
仏
像
で
あ
る
不
動
明
王
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
は
そ
の

風
土
性
や
民
間
信
仰
の
あ
り
よ
う
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
の
地
に
は
神
明
社
を
名
乗
る
神
社

が
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
多
く
、
そ
の
御
神
像
が
雨
宝
童
子
で
あ
る
場
合
多
い
、
こ
れ
は

伊
勢
神
宮
の
鬼
門
に
あ
た
る
場
所
に
あ
る
金
剛
證
寺
に
あ
る
雨
宝
童
子
を
模
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
寺
は

修
験
者
と
の
関
り
を
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
砺
波

地
方
へ
の
廃
仏
毀
釈
の

風
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
く

は
な
く
、
そ
の
た
め
に

お
宮
さ
ん
に
不
動
明
王

が
鎮
座
さ
れ
て
い
て
も
、

不
自
然
に
は
思
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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和気清麻呂像 

台座下石銘文「神我ト共ニアリ」 

大
沢
野
町
寺
家
公
園
の
和
気
清
麻
呂
像 

 

平
井 

一
雄 

 

１
、
寺
家
公
園 

富
山
県
富
山
市
（
旧
大
沢
野
町
）
舟
倉
地
区
寺
家
出
身
の
加
藤
幸
次
郎
氏
は
、
明
治
三

四
年
に
医
師
を
志
し
て
上
京
し
、
勉
学
の
末
に
京
都
で
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
成
功
し

た
の
は
姉
倉
比
売
の
加
護
と
感
謝
し
、
姉
倉
比
売
神
社
の
社
地
、
帝
龍
寺
の
山
林
を
含
む

約
三
万
坪
の
広
大
な
土
地
に
公
園
を
造
ろ
う
と
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
加
藤
氏
の
实
兄
で
あ

り
、
帝
龍
寺
住
職
で
も
あ
っ
た
室
生
探
真
和
尚
は
、
公
園
造
成
の
た
め
山
林
を
貸
し
与
え

ま
し
た
。 

そ
し
て
加
藤
氏
が
私
財
を
投
じ
て
京
都
か
ら
庭
師
を
招
き
、
昭
和
五
年
か
ら
十
年
の
歳

月
を
か
け
て
寺
家
公
園
が
完
成
し
た
。 

公
園
の
中
心
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
「
対
猿
閣
」
と
い
う
建
物
が
あ
り
、
屋
上
に
上

が
る
と
正
面
に
三
四
五
メ
ー
ト
ル
の
猿
倉
山
が
見
え
る
。
又
、
対
猿
閣
の
前
に
造
ら
れ
た

小
さ
な
庭
園
が
「
洗
心
苑
」
で
苑
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
立
っ
て
い
る
の
が
「
和
気
清
麻
呂
」

の
石
像
で
す
。 

２
、
和
気
清
麻
呂 

奈
良
朝
期
末
の
廷
臣
、
地
方
の
豪
族
出
身
で
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
で
天
平
神
護
一
年
（765

）

右
兵
衛
尉
と
な
り
、
姉
広
虫
と
と
も
に
信
任
を
得
た
。
神
護
景
雲
三
年
（769

）
女
帝
・
称

徳
天
皇
の
信
頼
を
得
た
道
鏡
が
皇
位
を
う
か
が
っ
た
時
、
宇
佐
八
幡
の
信
託
を
き
き
道
鏡

の
野
望
を
挫
い
た
。
清
麻
呂
は
別
部
穢
麻
呂
と
改
名
さ
れ
大
隅
（
鹿
児
島
）
に
配
流
、
天

皇
の
死
後
、
道
鏡
失
脚
に
よ
り
復
帰
し
た
。
光
仁
・
桓
武
天
皇
深
く
信
頼
さ
れ
、
平
安
遷

都
を
推
進
、
造
都
に
活
躍
し
て
い
る
。 

聖
徳
天
皇
の
勅
命 

『
洗
心
録 

昭
和
十
六
年
』
よ
り 

和
気
清
麿
ヲ
シ
テ
八
幡
神
命
ヲ
聴
カ
シ
ム
ル
ノ
勅 

 

謹
譯 

昨
夜
夢
ニ
八
幡
ノ
神
使
來
リ
テ
云
フ
。
大
神
事
ヲ
奉
セ
シ
メ
ン
為
ニ
。
尼
法
均
ヲ
請
フ
ト
。 

宜
シ
ク
汝
清
麿
相
代
ツ
テ
征
キ
。
彼
ノ
神
ノ
命
ヲ
聴
ク
ヘ
シ
。 

八
幡
神
ノ
宣
託 

我
ガ
国
家
ハ
開
闢
以
来
君
臣
定
マ
リ
ヌ
。
臣
ヲ
以
テ
君
卜
ナ
ス
コ
ト
。
未
ダ
之
レ
有
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。 

天
之
日
嗣
ハ
必
ズ
皇
緒
ヲ
立
テ
ヨ
。
無
道
ノ
人
宜
シ
ク
早
ク
掃
ヒ
除
ク
べ
シ 

３
、
洗
心
園
と
和
気
清
麻
呂
像
『
洗
心
録
』
よ
り
意
訳 

昭
和
五
年
以
前
、
大
正
時
代
よ
り
、
姉
倉
姫
神
社
境
内
の
営
繕
を
初
め
各
種
の
事
業
を
連

続
奉
仕
し
て
き
た
加
藤
幸
次
郎
は
、
神
苑
拡
張
事
業
十
年
計
画
の
腹
案
を
造
り
、
昭
和
五
年

よ
り
本
格
的
工
事
に
着
手
し
て
よ
り
以
來
幾
多
の
障
害
を
排
除
し
、
百
萬
の
私
財
と
、
自
己

の
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
精
進
し
、
春
風
秋
雨
十
年
の
星
霜
を
經
て
、
昭
和
十
五
年
（
皇
紀
ニ
千

六
百
年
）の
佳
き
年
を
迎
へ
、
目
出
度
く
多
年
の
宿
願
を
成
就
し
た
。 

「
洗
心
園
」
は
神
社
拝
殿
の
背
後
、
「
対
猿
閣
」
と
向
か
い
あ
う
所
に
一
区
画
を
作
り
「
洗
心

園
」と
命
名
。 

こ
こ
に
和
気
清
麻
呂
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
原
型
の
塑
像
は
京
都
美
術
工
芸
学
校
の

矢
野
判
三
作
、
京
都
五
条
の
澤
吉
主
人
澤
田
長
一
郎
製
作
と
い
う
。
こ
の
石
像
は
桜
御
影

石
の
材
料
を
厳
選
し
、
像
の
高
さ
は
六
尺
、
台
座
は
三
尺
の
岩
組
の
上
に
立
つ
。 
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水
の
女
神
、
海
の
女
神 

 

滝
本 

や
す
し 

 

①
富
山
県
魚
津
市
大
沢 

水
神
社
／
罔
象
女
神 

罔
象
女
神
は
、
伊
邪
那
美
命
が
軻
遇
突
智
を
生
ん
だ
際
に
、
火
傷
し
苦
し
ん
だ
時
の
尿

か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
名
は
「
水
が
走
る
」「
水
が
這
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

大
沢
集
落
の
外
れ
に
白
山
社
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
近
く
の
川
沿
い
に
罔
象
女
神

を
祭
神
と
す
る
水
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
祠
内
に
置
か
れ
た
厨
子
の
中
に
丸
彫
り
の

罔
象
女
神
立
像
が
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

②
福
井
県
坂
井
市
春
江
町
西
長
田 

長
田
神
社
／
高
龗
神
と
闇
龗
神 

高
龗
神
は
、
伊
邪
那
岐
命
が
軻
遇
突
智
を
斬
っ
た
際
に
生
じ
た
。
ま
た
剣
の
柄
に
付
い

た
血
か
ら
闇
龗
神
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
。
高
龗
神
と
闇
龗
神
は
降
雨
と
止
雨
を
司
る
龍
神

で
あ
る
。
京
都
府
京
都
市
左
京
区
の
貴
船
神
社
で
は
本
宮
に
高
龗
神
が
、
奥
宮
に
は
闇
龗

神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
奥
宮
が
本
宮
で
あ
り
、
貴
船
神
社
で
は
高
龗
神
と
闇
龗
神

は
同
一
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
富
山
県
砺
波
市
庄
川
町
庄
の
雄
神
神
社
で
は
瀬
織
津
姫
と

共
に
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
社
号
の
雄
神
は
龗
が
由
来
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 

長
田
神
社
の
祭
神
は
継
体
天
皇
、
旧
社
格
は
指
定
村
社
。
境
内
社
は
、
貴
船
神
社
、
白

山
神
社
、
春
日
神
社
、
辮
財
天
社
。
本
殿
の
右
手
に
五
基
の
石
造
物
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

中
央
の
石
造
物
は
四
面
の
石
幢
で
、
正
面
に
女
神
像
が
二
体
、
左
右
の
側
面
に
随
神
像
が

各
一
体
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
幢
は
貴
船
神
社
と
考
え
ら
れ
、
二
体
の
女
神
像
は

高
龗
神
と
闇
龗
神
と
思
わ
れ
る
。
左
側
面
に
「
應
永
八
月
上
旬
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

③
福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
上
兵
庫 

松
原
神
社
／
市
杵
嶋
姫
命 

 

市
杵
嶋
姫
命
は
、
天
照
大
神
が
素
戔
嗚
尊
の
剣
を
噛
ん
で
吹
き
だ
し
た
霧
か
ら
生
じ
た

宗
像
三
女
神
の
一
柱
で
あ
る
。
本
地
仏
は
弁
財
天
と
さ
れ
る
。
厳
島
神
社
に
祀
ら
れ
て
い

た
八
臂
弁
財
天
は
、
明
治
初
頭
の
神
仏
分
離
の
際
に
大
巌
寺
へ
移
さ
れ
た
。 

松
原
神
社
の
祭
神
は
、
天
津
兒
屋
根
命
、
倉
稲
魂
命
、
表
筒
男
命
、
天
照
皇
大
神
、
伊

弉
册
尊
二
柱
、
櫲
樟
日
命
、
市
杵
嶋
姫
命
。
旧
社
格
は
村
社
。
本
殿
右
手
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
堂
内
に
、
十
体
ほ
ど
の
石
仏
や
石
神
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
前
列

左
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
座
像
、
阿
弥
陀
如
来
座
像
、
十
一
面
観
音
座
像
、
男
神
座
像
、
阿

弥
陀
如
来
座
像
で
あ
る
。
後
列
左
か
ら
、
如
来
形
陽
刻
板
碑
、
男
神
座
像
、
弁
財
天
座
像
、

薬
師
如
来
立
像
、
弁
財
天
立
像
、
男
神
座
像
、「
辮
才
天
」
と
刻
ま
れ
た
鳥
居
の
額
束
で
あ

る
。
堂
内
に
は
二
体
の
弁
才
天
が
み
ら
れ
る
が
、
立
像
の
一
体
は
美
し
い
市
杵
嶋
姫
命
の

姿
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

④
石
川
県
白
山
市
三
宮
町 

路
傍
／
瀬
織
津
姫 

瀬
織
津
姫
は
大
祓
詞
に
登
場
す
る
女
神
で
、
罪
や
穢
れ
を
川
へ
流
す
と
さ
れ
る
。
大
祓

詞
で
は
、
早
川
の
瀬
に
い
る
瀬
織
津
比
売(

瀬
織
津
姫)

が
人
々
の
罪
や
穢
れ
を
川
へ
流
し
、

こ
の
罪
や
穢
れ
は
海
の
潮
の
流
れ
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
い
る
速
開
都
比
売
が
口
を
開
け
て

呑
み
込
み
、
さ
ら
に
気
吹
戸
に
い
る
気
吹
戸
主
が
地
底
の
根
の
国(

黄
泉
の
国)

へ
と
吹
き

払
い
、
最
後
に
黄
泉
の
国
に
い
る
速
佐
須
良
比
売
が
持
ち
さ
す
ら
っ
て
消
失
さ
せ
る
。
す

な
わ
ち
、
瀬
織
津
比
売(

早
川)

→
速
開
都
比
売(

河
口)

→
気
吹
戸
主(

海
底)

→
速
佐
須
良

比
売(

地
底)

の
順
に
罪
や
穢
れ
が
運
ば
れ
消
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
川

辺
で
罪
や
穢
れ
を
瀬
織
津
姫
に
あ
ず
け
れ
ば
続
く
神
々
が
順
番
に
処
理
し
て
く
れ
る
の
で
、

人
々
は
祓
戸
四
柱
の
う
ち
で
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
瀬
織
津
姫
を
河
濯
の
神
と
し
て
祀

っ
た
の
で
あ
る
。 

白
山
市
三
宮
町
の
白
山
比
咩
神
社
の
駐
車
場
脇
に
、
河
濯
尊
大
権
現
堂
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
以
前
は
白
山
比
咩
神
社
参
道
の
禊
ぎ
場
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
境
外
の
こ

の
場
所
へ
移
さ
れ
た
。
堂
内
に
は
石
造
の
河
濯
尊
大
権
現
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
角
柱
型
の

凝
灰
岩
製
で
、
瀬
織
津
姫
立
像
を
浮
彫
り
し
て
い
る
。
左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
右
手
を
胸

の
高
さ
ま
で
上
げ
て
い
る
。
裏
面
中
央
に
大
き
く
「
奉
造
立
河
濯
尊
大
権
現
」
と
刻
ま
れ
、

そ
の
左
右
に
は
「
元
文
三
戊
午
歳
五
月
吉
祥
日
／
石
浦
町
菅
波
屋
／
三
島
兵
衛
」
の
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
。 

⑤
石
川
県
金
沢
市
東
山
一
丁
目 

高
野
山
真
言
宗
醫
王
院
／
大
宜
都
比
売
神 

 

大
宜
都
比
売
神
は
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
食
物
の
神
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
登
場

す
る
保
食
神
と
同
一
神
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
食
物
の
神
は
農
業
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
作
に
お
け
る
水
利
を
司
る
水
神
と
し
て
の
信
仰
も
み
ら
れ
る
。 
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①罔象女神 ②高龗神と闇龗神 ③市杵嶋姫命 ④瀬織津姫 

⑤大宜都比売神 ⑥豊玉姫 ⑦船玉宮 ⑧弟橘媛 

醫
王
院(

通
称
観
音
院)

参
道
の
六
地
蔵
堂
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
角
柱
型
の
凝
灰
岩
に
、

左
手
に
稲
穂
を
持
つ
女
神
立
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
も
と
か
ら
こ
の
場
所
に
あ
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
後
に
誰
か
が
他
所
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

⑥
福
井
県
越
前
町
梅
浦 

路
傍
／
豊
玉
姫 

 

豊
玉
姫
は
、
海
神
豊
玉
彦
の
娘
で
、
竜
宮
に
住
む
と
さ
れ
る
。
浦
島
太
郎
物
語
に
登
場

す
る
乙
姫
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。 

梅
浦
集
落
外
れ
の
小
高
い
場
所
に
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
舟
光
背
型
浮
彫
り
女
神

座
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
左
脇
下
に
大
き
な
鯛
を
抱
え
、
右
掌
上
に
宝
塔
を
持
ち
、
海

を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
宝
塔
の
下
部
は
ア
ー
チ
状
の
竜
宮
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
裏
面
に

大
き
く
「
水
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
竜
宮
伝
説
が
み
ら
れ
、
こ
の
女
神

像
は
豊
玉
姫
を
モ
デ
ル
と
し
た
乙
姫
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑦
福
井
県
あ
わ
ら
市
吉
崎 

岩
崎
観
音
／
船
玉
宮 

船
玉
と
は
船
魂
で
あ
り
、
船
の
神
で
あ
る
。
船
玉
宮
は
、
日
本
古
来
の
船
玉
信
仰
と
、

中
国
道
教
の
媽
祖
信
仰
と
が
結
び
つ
い
た
と
さ
れ
る
。
唐
服
を
着
た
美
し
い
女
神
で
、
二

童
子
を
従
え
て
雲
に
乗
り
、
海
運
を
守
護
す
る
。 

吉
崎
御
坊
跡
の
崖
を
く
り
抜
い
て
八
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
石
仏

群
を
岩
崎
観
音
と
称
し
て
い
る
。
右
か
ら
二
番
目
に
船
玉
宮
が
浮
彫
り
さ
れ
た
笏
谷
石
製

の
石
板
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
上
部
に
「
宋
ノ
太
宗
時
業
漁
人
女
也
／
雍
熈
四
年
／
九
月

九
日
昇
天
シ
／
雲
中
ニ
聲
ア
リ
テ
／
我
ハ
則
／
観
音
ノ
化
身
普
ク
／
海
運
ヲ
護
／
セ
シ
ニ

ヨ
リ
テ
／
舩
玉
宮
ト
／
号
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
坂
井
市
三
国
町
に
は
船
玉
明
神
の
掛
軸

も
残
さ
れ
て
お
り
、
海
運
業
者
に
よ
る
信
仰
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

⑧
福
井
県
坂
井
市
丸
岡
町
与
河 

八
幡
神
社
／
弟
橘
媛 

弟
橘
媛
は
日
本
武
尊
の
后
で
あ
る
。
日
本
武
尊
の
東
征
の
際
に
弟
橘
媛
は
荒
海
に
身
を

投
じ
、
波
を
鎮
め
て
日
本
武
尊
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
縁
結
び
の
他
に

海
運
安
全
の
神
と
し
て
の
信
仰
も
み
ら
れ
る
。 

八
幡
神
社
境
内
に
笏
谷
石
製
の
仏
像
や
神
像
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
六
十
六
部
の

石
仏
の
一
部
で
あ
る
。
石
像
群
の
右
か
ら
二
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
女
神
座
像
は
光
背
に

「
上
総
／
二
宮
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
橘
樹
神
社
主
祭
神
の
弟
橘
媛
で
あ
る
。 
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高岡市伏木新島の太子様 第６１回例会 令和３年１０月１０日 高岡市伏木長徳寺にて 

伏
木
新
島
の
太
子
様 

 

金
子 

榮
子 

 

富
山
県
高
岡
市
伏
木
新
島
踏
切
脇
の
太
子
様
の
お
像
に
つ
い
て
。 

幸
い
、
太
子
講
で
集
金
に
い
ら
し
た
方
（
伏
木
の
港
近
く
に
店
が
あ
り
ま
し
た
、
渡
辺

船
具
店
の
ご
夫
婦
）
と
行
動
を
共
に
し
て
ら
し
た
方
（
大
川
さ
ん
の
奥
さ
ん
。
大
川
さ
ん

は
地
元
の
方
）
が
ご
健
在
で
私
の
父
を
覚
え
て
お
い
で
ま
し
た
。
渡
邊
船
具
店
は
栃
木
出

身
。
奥
様
は
大
川
さ
ん
の
ご
主
人
の
姉
。
高
岡
の
大
師
殿 

真
光
寺
へ
よ
く
お
参
り
さ
れ

て
い
た
。
大
川
さ
ん
の
奥
様
は
な
ぜ
渡
辺
に
嫁
し
た
大
川
さ
ん
の
姉
が
真
光
寺
に
お
参
り

す
る
か
も
知
ら
な
い
で
、
つ
い
て
回
っ
た
。 

 

そ
こ
で
真
光
寺
へ
電
話
し
ま
し
た
。
住
職
が
代
変
わ
り
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
像
が
な

ぜ
現
在
の
と
こ
ろ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
か
は
辿
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
真
光
寺
さ
ん

へ
は
、
私
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
す
。 

 

も
う
一
つ
、
私
が
覚
え
て
い
る
の
は
、
新
湊
か
ら 

ひ
ー
び
ー
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
暮
れ
に
な
る
と
ブ
リ
キ
の
大
き
な
箱
を
担
ぎ
、
ぶ
り
を
我
が
家
に
届
け
に

き
て
ま
し
た
。
当
時
、
か
な
り
の
高
齢
で
し
た
。
こ
の
方
が
お
子
さ
ん
を
な
く
さ
れ
、
こ

の
像
を
必
ず
お
参
り
に
お
い
で
る
、
と
父
が
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
の
場
所
は
埋
め
た
て
地
で
す
。
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
か
は
、
私
は
知
ら
な
い
の
で

す
。 

 

昭
和
二
十
年
、
多
分
早
春
。
私
が
生
ま
れ
た
直
後
に
軍
港
を
理
由
に
こ
の
像
近
く
の
住

ま
い
か
ら
（
最
後
の
如
意
の
渡
し
の
前
）
強
制
疎
開
さ
せ
ら
れ
、
私
の
家
は
現
在
の
地
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
木
材
業
は
あ
の
お
像
の
横
で
続
け
て
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
像
は
毎
年
、
新
島
自
治
会
の
方
々
が
公
民
館
で
お
寺
さ
ん
を
呼
ん
で
太
子

ま
つ
り
を
し
て
お
い
で
る
と
聞
い
た
の
で
、
訪
ね
ま
し
た
。
こ
の
お
寺
さ
ん
は
勝
興
寺
護

ケ
寺
の
一
つ
の
龍
善
寺
さ
ん
で
す
。
こ
の
ご
住
職
の
話
で
は
、
一
緒
に
行
わ
れ
る
物
故
者

法
要
の
お
つ
と
め
は
し
て
る
が
、
太
子
様
は
関
係
し
て
い
な
い
、
と
の
お
返
事
で
し
た
。 

 

 

今
度
は
新
島
公
民
館
館
長
の
奥
様
の
話
。 

 

あ
の
お
像
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、

踏
切
で
す
。
こ
の
お
像
の
お
か
げ

で
、
今
ま
で
事
故
が
起
き
て
い
な

い
、
と
感
謝
し
て
る
そ
う
で
す
。

そ
う
い
え
ば
戦
後
の
復
興
期
、
伏

木
駅
や
渡
し
か
ら
、
黒
々
と
人
の

列
が
五
大
工
場
へ
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
続
い
て
ま
し
た
。
引
き

込
み
線
も
多
数
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
に
。 
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岡西光寺参道 地蔵と五輪塔 

桃を持つ猿、大山咋神、大物主神 真盛上人供養塔など 

岡
西
光
寺
の
石
仏 

 

滝
本 

や
す
し 

  

西
光
寺
は
福
井
県
福
井
市
左
内
町
に
あ
る
天
台
真
盛
宗
寺
院
。
柴
田
勝
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
。
延
徳
元
年(
一
四
八
九)

、
岡
の
庄
に
建
立
さ
れ
た
が
、
天
正
三
年(

一
五
七
五)

に

北
の
庄(

現
在
地)

へ
移
さ
れ
た
。
し
か
し
旧
西
光
寺
は
も
と
の
場
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、

岡
西
光
寺
、
元
西
光
寺
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

岡
西
光
寺
は
、
現
在
地
か
ら
東
に
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
次
郎
丸
町
の
は
ず
れ

に
残
さ
れ
て
い
る
。
名
水
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
の
泉
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
を
歩

い
た
。
参
道
入
り
口
に
「
円
戒
国
師
／
慈
摂
大
師
／
真
盛
上
人
二
十
五
霊
場
／
第
十
二
番

／
元
西
光
寺
」
と
刻
ま
れ
た
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
苔
む
し
た
五
輪
塔
が
並
ぶ
参
道

を
進
み
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
新
し
く
建
て
直
さ
れ
た
仏
堂
が
目
に
入
る
。
次
郎
丸
開
山
堂

と
呼
ば
れ
、
真
盛
上
人
自
ら
彫
ら
れ
た
自
身
の
木
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
西
光
寺
の
住
職
が
境
内
の
草
刈
り
に
来
ら
れ
て
お
り
、
お
話
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
た
。 

 

開
山
堂
の
左
手
に
五
体
の
大
き
な
地
蔵
が
並
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
破
損
が
激
し
い
。

六
地
蔵
の
う
ち
の
一
体
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
蔵
の
手
前
に
も
、
参
道
と
同
じ
く

多
数
の
五
輪
塔
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。 

開
山
堂
の
向
か
い
に
は
山
王
神
社
の
石
祠
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
奥
壁
内
面
に
三
体
の

像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
立
像
は
大
山
咋
神
、
右
の
座
像
は
大
物
主
神
、
左
は

桃
を
持
つ
猿
で
あ
る
。
石
祠
の
周
囲
に
も
多
数
の
石
造
物
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

も
破
損
が
激
し
い
。 

 

開
山
堂
の
右
手
に
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
先
に
石
段
が
見
え
る
。
住
職
に
尋
ね
る
と
「
向

こ
う
に
も
お
堂
が
あ
る
の
で
、
ど
う
ぞ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
、
先
へ
と

進
ん
だ
。
石
段
の
先
に
は
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
五
基
の
石
造
物
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。
中
央
の
大
き
な
五
輪
塔
は
真
盛
上
人
の
供
養
塔
で
、
地
輪
に
「
■
御
為
真
盛
上
人
／

明
應
四
年
乙
卯
二
月
丗
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 
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北陸石仏の会 第６２回例会 

―砺波地方の石仏めぐり― 
令和４年５月２９日(日) 

 

参 加 費：２０００円（ガソリン代、資料代等） 

集合場所：①ＪＲ砺波駅南口………７時３０分 

②庄川水記念公園………７時５０分（駐車場あり、車の方の集合場所） 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

※集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

※感染対策を行い、乗用車に相乗りします。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和４年５月１３日(金) 

案   内：尾田武雄(富山県砺波市)  

 

見学予定  

◎砺波市庄川町庄加羅谷 金屋石採掘場跡 

◎砺波市庄川町金屋西野々 御上様塚観音堂／十一面観音ほか 

◎砺波市庄川町金屋 瓜裂清水／不動明王ほか 

◎南砺市井波東町 路傍／無量力吼ほか 

◎砺波市庄川町金屋下川原 高野山真言宗日照院／阿弥陀如来、地蔵ほか 

◎砺波市庄川町青島～砺波市中野～砺波市太田 中筋往来／西国三十三ヶ所観音ほか 
◎砺波市中野 立山酒造前観音堂／薬師如来、不動明王、秋葉権現、稲荷明神ほか 

◎砺波市太田 高野山真言宗萬福寺／不動明王、西国三十三ヶ所観音ほか 

◎砺波市大門 地蔵堂／聖徳太子二歳像、馬頭観音、如意輪観音ほか 

◎砺波市芹谷 高野山真言宗千光寺／地蔵、西国三十三ヶ所観音ほか 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

    

 

 令和４年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


